
の
性
能
を
、
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
可
燃
性
ガ
ス
又
は

有
毒
ガ
ス
が
発
散
す
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合

に
は
、
当
該
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
、
目
視

等
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

性
能
を
、
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。
た
だ
し
、
可
燃
性
ガ
ス
又
は
有

毒
ガ
ス
が
発
散
す
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
に

は
、
当
該
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
、
目
視
、

図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
三

第
四
条
第
一
項
第
二
十
三
号
の
二
の
火

薬
類
を
乾
燥
す
る
工
室

三
十
三

火
薬
類
の
乾
燥
を
行
う
製
造
所
の
火

薬
類
を
乾
燥
す
る
工
室
の
設
置
の
状
況
を
、

目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ

し
、
導
火
線
又
は
煙
火
等
の
製
造
所
の
場
合

で
あ
っ
て
、
火
薬
類
を
乾
燥
す
る
工
室
を
設

置
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
日
乾
場
の
設

置
の
状
況
を
、
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検

査
す
る
。

三
十
三

第
四
条
第
一
項
第
二
十
三
号
の
二
の
火

薬
類
を
乾
燥
す
る
工
室

三
十
三

火
薬
類
の
乾
燥
を
行
う
製
造
所
の
火

薬
類
を
乾
燥
す
る
工
室
の
設
置
の
状
況
を
、

目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。た
だ
し
、

導
火
線
又
は
煙
火
等
の
製
造
所
の
場
合
で
あ

つ
て
、
火
薬
類
を
乾
燥
す
る
工
室
を
設
置
し

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
日
乾
場
の
設
置
の

状
況
を
、目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
四

第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
の
火
薬
類

を
乾
燥
す
る
工
室
内
の
加
温
装
置

三
十
四

火
薬
類
を
乾
燥
す
る
工
室
内
に
設
置

さ
れ
た
加
温
装
置
に
つ
い
て
、
乾
燥
中
に
火

薬
類
が
爆
発
し
又
は
発
火
し
な
い
た
め
の
措

置
の
状
況
を
、
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検

査
し
、
及
び
当
該
加
温
装
置
の
性
能
を
、
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
四

第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
の
火
薬
類

を
乾
燥
す
る
工
室
内
の
加
温
装
置

三
十
四

火
薬
類
を
乾
燥
す
る
工
室
内
に
設
置

さ
れ
た
加
温
装
置
に
つ
い
て
、
乾
燥
中
に
火

薬
類
が
爆
発
し
又
は
発
火
し
な
い
た
め
の
措

置
の
状
況
を
、
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査

し
、
及
び
当
該
加
温
装
置
の
性
能
を
、
作
動

試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
五

第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
の
二
の
日

乾
場
の
乾
燥
台

三
十
五

日
乾
場
の
乾
燥
台
に
つ
い
て
、
火
薬

類
の
落
下
に
よ
る
爆
発
又
は
発
火
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
及
び
砂
じ
ん
等
の
混
入
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
、
目
視
等
又

は
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定

に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
五

第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
の
二
の
日

乾
場
の
乾
燥
台

三
十
五

日
乾
場
の
乾
燥
台
に
つ
い
て
、
火
薬

類
の
落
下
に
よ
る
爆
発
又
は
発
火
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
及
び
砂
じ
ん
等
の
混
入
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
、
目
視
又
は

巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
に

よ
り
検
査
す
る
。

三
十
六

第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
の
三
の
爆

発
の
危
険
の
あ
る
日
乾
場
の
簡
易
土
堤
等
及
び

発
火
の
危
険
の
あ
る
日
乾
場
と
そ
の
他
の
施
設

と
の
間
へ
の
防
火
壁
の
設
置
そ
の
他
の
延
焼
を

遮
断
す
る
た
め
の
措
置

三
十
六

爆
発
の
危
険
の
あ
る
日
乾
場
と
そ
の

他
施
設
と
の
間
に
設
置
し
た
簡
易
土
堤
又
は

防
爆
壁
を
、
別
表
第
二
第
十
七
項
又
は
別
表

第
二
第
十
八
項
に
掲
げ
る
完
成
検
査
の
方
法

に
よ
り
検
査
し
、
発
火
の
危
険
の
あ
る
日
乾

場
と
そ
の
他
の
施
設
と
の
間
へ
の
防
火
壁
の

設
置
そ
の
他
の
延
焼
を
遮
断
す
る
た
め
の
措

置
の
状
況
を
、
目
視
等
、
図
面
及
び
測
定
器

具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
し
、
及
び
当

該
日
乾
場
と
そ
の
他
の
施
設
と
の
距
離
を
、

巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
に

三
十
六

第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
の
三
の
爆

発
の
危
険
の
あ
る
日
乾
場
の
簡
易
土
堤
等
及
び

発
火
の
危
険
の
あ
る
日
乾
場
と
そ
の
他
の
施
設

と
の
間
へ
の
防
火
壁
の
設
置
そ
の
他
の
延
焼
を

遮
断
す
る
た
め
の
措
置

三
十
六

爆
発
の
危
険
の
あ
る
日
乾
場
と
そ
の

他
施
設
と
の
間
に
設
置
し
た
簡
易
土
堤
又
は

防
爆
壁
を
、
別
表
第
二
第
十
七
項
又
は
別
表

第
二
第
十
八
項
に
掲
げ
る
完
成
検
査
の
方
法

に
よ
り
検
査
し
、
発
火
の
危
険
の
あ
る
日
乾

場
と
そ
の
他
の
施
設
と
の
間
へ
の
防
火
壁
の

設
置
そ
の
他
の
延
焼
を
遮
断
す
る
た
め
の
措

置
の
状
況
を
、
目
視
、
図
面
及
び
測
定
器
具

を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
し
、
及
び
当
該

日
乾
場
と
そ
の
他
の
施
設
と
の
距
離
を
、
巻

尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
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